











































 全部床義歯では, 安定した咬交に人工歯咬頭の前方咬合局面が重要である。 そこで半調節性咬
 合器を使駕する場合, 咬合羅の両側頼頭部は患者国有の角度に合わせ, 切歯指導部の調節により
 適当な前方咬合局面が得られるようにする。 切歯指導部には, 矢状切歯指導板を調節する 亙G 角
 度と側方切歯指導板を調節するLW角度の2つがある。 このうち IG 角度の増減が前方咬合局面
 に及ぼす影響は, 軸学説・咬合局面学説に基づいて解明されているが, LW 角度の影響は明らか
 ではない。 それは, 軸学説に LW 角度という概念が蕾まれていないためと, LW 角度を調節し
 た咬合器の運動が軸学説に基づくものであるか否かもはつぎりしていないためである。
 そこで本研究では, 軸学説とは異なつな観点から, 切歯指導部における2っの調節角度の増減
 が, 下顎第1大臼歯近心頬側咬頭に発現する前方咬合局面の傾斜角と方位角に対 してどの様な 影
 響を及ぼすのかについて, 理論的に検討した。 その方法の概略は以下の通りである。 ① 立体幾
 何学を応用 して, 咬合盟 (テ レダイ ン咬合器を使用) の運動様式に即した運動経路の式を導 く。
 ② こ の式 を用 いて, 咬合羅上にある人工歯咬頭頂の3 方向の運動経路 (作 業側, 平衡側, 前方)
 を算織する。 ③ 作業側一前方運動経路および平衡側一筋方運動経路を平面近似して, 前方作業
 咬合馬面と前方平衡咬合局面を算出する。 ④ 2っの前方咬合馬面が咬合平顔となす角度 (傾斜
 角), 咬合局面の向き (方位角) を算畠する。 ⑤ 切歯指導部の角度調節に尉応した種々の条件を
 与え, 大型計算機を用いて②～④を算墨し, その結果から前方咬合局面にあ らわれる影響を検討
 す る。
 これにより, 切歯指導板の調節に関して次の点が明 らかになった。 (i) IG 角度と LW 角度の
 増加は, 前方咬合局面の傾斜角を増加させる。 その場合, 両側顯頭部の矢状調節角度 (CH 鶏度)
 と 硲 角度が小さい程, LW 角度の増加が前方咬合局面の傾斜角に与える影響は大きい。 (2) LW
 角度が0度の場合, C}{ 角度自IG 角度であれば2つの前方咬合局面は共に正面を向く。 CH 角
 度> IG 角度であれば共に舌側を, CH 角度<iG 角度であれば頬側を向く。 LW 角度の増加は前
 方作業咬合局面を頬側に向け, 前方平衡咬合局面を雷側に向ける。 こ の時, 前方作業咬合局面と
 前方平衡咬合局面よ りなる前方咬合局面 は凸型を示す。 (3) LW角度が0度の場合, IG 角度の変化
 が前方咬合筒面に及ぼす影響は, 軸学説と類似している。 (4〉 2つの前方咬合局面の面積 (人工歯







































































































































































































































































































 全部床義歯の機能を十分に発揮させるために!よ その義歯が患巻の顎の動きに調和 しているも
 のでなければな らない。 このためには,愚者の顎 の動きを正確に再現 でき る咬合器 を使用 して 義 歯
 を製作することが理想であ る。 しか し現在各々の患春 の顎の動きを正確に再現 しう る咬合羅 は存
 在しないので, 可及的正確に再現しうる咬合鴇を使用 し咬合器上で咬合調整を行ない, 人工歯の
 咬頭に咬合羅の運動に したがって接触滑走する咬合局面を作るこ とになる。 このため の咬合 器 と
 して近年半調節性咬合器が広く用いられているが, これ らの咬合器の運動様式は軸運動では ない
 ので, 古くから応用されている Gysi の理論がそのまま咬合局面の形成にあてはまらない。 そこ
 で著巻はこれまでに半調節性咬合聡を使用 した場合に義歯が 口腔内において安定を保つ のに重要
 な前方咬合局面の形態を明 らかにするための新しい方法を考案した。 その方法は, (1) 咬合羅の
 運動を分析し理論的な運動経路の式を作 る。 (2) その式を用い咬合羅頼頭部の変位に伴う咬頭頂
 の位置を算出する。 (3〉 運動にしたがって移動する咬頭頂の経路を直線として求める。 (喚) iっ
 の咬頭で作業{鳳 平衡側および前方の3運動直線を求める。 (5) 前方咬合局面は前方作業咬合馬
 面と南方平衡咬合局面に分ける。 である。 この方法をハノーテレダイ ン咬合器に応用 した研究が
 本論文である。 下顎第一大田歯近心頬側咬頭について検討したが、 咬合羅各部の角度調節は矢状
 顆路傾斜度 (CH 角度), ベネットアングル, コンペソゼーティングアングル, 矢状切歯指導板の
 傾斜角度 (亙G 角度), 側方切歯指導板の傾斜角度 (LW 角度) で, 臨床的に頻度の高い値をと
 り, その条件で前方咬合局面を算出して咬合周面の傾斜角, 方位角, 拡角, 面積, 咬頭稜角を明
 らかにし, その結果から切歯指導板の影響を明らかにした。 要約すると, (1) 玉G 角度と LW 角
 度の増加は南方咬合局薦の傾斜角を増加させ る。 その場合両側CH角度と 1G 角度が小さい程 LW
 角度の増加の影響が大きい。 (2〉 LW 角度が 0。 の場合 CR 角度口1G 角度であれば2つの前方咬
 合局面は正面を向く。 CH 角度> 玉G 角度な ら舌側を, CH 角度<1G 角度であれぼ頬側を向 く。
 LW 角度の増加により咬頭稜角も増加し LW 角度が 玉0。 以上で前方咬合局面は凸型を示 す。 (3)
 LW 角度が 0。 の場合 路 角度の変化が前方咬合馬藤に及醸す影響は軸学説に類似している。 (盛)
 2つの前方咬合局面の面積 (人工歯咬頭頂の可動範囲) は iG 角度と LW 角度が変化しても大
 きな変化はみられず 患者固有の CH 角度に対 して特徴的な値を示す。 である。
 この研究で立体幾何学を応胴 した咬合局面の新 しい解析方法を確立 したこと, および半調 節性
 咬合器の切歯指導板, とくに側方切歯指導板の調節の意義を明らかにしたことは, 補綴臨床上高
 く評価でき る。 よって本論文は学位授与に値するものと認める。
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